
▲「盥
たらい

登城之図」月
つきおかよしとし

岡芳年・錦絵（日本史探訪 17・角川書店編より）

　

７
月
27
日
（
土
）、
幸
田
町
の
５
大

ま
つ
り
の
一
つ
で
あ
る
「
幸
田
彦
左
ま

つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　

平
成
元
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
今
回

で
25
回
目
を
数
え
た
彦
左
ま
つ
り
。
こ

の
日
の
駅
前
通
り
は
、
江
戸
時
代
さ
な

が
ら
の
時
代
絵
巻
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
初
め
て
「
現
代
に
よ
み

が
え
っ
た
大
久
保
彦
左
衛
門
は
、
な
ん

と
、
メ
ガ
ネ
が
似
合
う
イ
ケ
メ
ン
だ
っ

た
！
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
「
イ
ケ

メ
ン
彦
左
」
と
い
う
コ
ン
テ
ス
ト
も
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
入
賞
者
と
な
っ
た
３

人
の
イ
ケ
メ
ン
彦
左
の
皆
さ
ん
は
、
ま

つ
り
当
日
、
こ
の
日
の
た
め
に
制
作
さ

れ
た
浴
衣
を
着
て
、
来
年
の
８
月
に
迎

え
る
「
合
併
60
周
年
」
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を

し
な
が
ら
、
彦
左
ま
つ
り
を
大
い
に
盛

り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

おしえて！

彦左衛門
のこと！

大
おお

久
く

保
ぼ

彦
ひこ

左
ざ

衛
え

門
もん

（ 1560－1639）
本名 …大久保 忠

ただたか

教
　岡崎市上和田で生まれる。戦国時代から
江戸時代前期にかけて徳川家康に仕えた武
将。なお、「彦左衛門」の呼び名は通称である。
三河国額田郡の領主であり、そのうちの約
一千石が現在の坂崎区にあったとされている。
　有名な「たらいに乗ってのご登城」は、
当時、旗本以下の者が駕

か ご

籠に乗って登城す
ることが禁じられたことに伴い、「年寄り
や足の不自由な者もいるのに、それをとど
めるとは言語道断！大たらいは駕籠にあら
ず！」と言って登城したという話からくる
ものであるが、あくまで伝説の話。「天下の
ご意見番」の異名を持つ、彦左衛門ならで
はの何とも痛快な逸話である。

万
人
の
来
場
者
を

記
録
す
る
ま
つ
り

登
城
之
図

幸
田
町
時
代
絵
巻

大
久
保
彦
左
衛
門

万
人
の
来
場
者
を

記
録
す
る
ま
つ
り

３
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今
回
の
特
集
で
は
、
ま
つ
り
の
前
に

行
わ
れ
て
い
る
メ
イ
ク
や
着
付
け
な
ど

の
舞
台
裏
か
ら
、
彦
左
行
列
ま
で
の
様

子
を
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。

　

彦
左
行
列
は
、
町
内
の
６
学
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
み
な
ら
ず
、
町
内
の
企

業
、
国
際
交
流
協
会
の
外
国
人
の
皆
さ

ん
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
人
が
参
加
し
て

い
ま
す
。

　

幸
田
中
央
公
園
で
行
わ
れ
る
開
会
式

の
あ
と
、
荻
谷
小
学
校
の
交
通
マ
ー
チ

ン
グ
隊
の
鼓
笛
隊
パ
レ
ー
ド
を
先
頭
に

華
々
し
く
ス
タ
ー
ト
。
各
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
や
企
業
の
皆
さ
ん
は
、
彦
左
衛
門

や
一
心
太
助
に
扮
し
て
幸
田
駅
前
通
り

を
練
り
歩
き
ま
す
。
ま
た
、
国
際
交
流

協
会
の
皆
さ
ん
は
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
楽

器
を
演
奏
し
、
ダ
ン
ス
を
披
露
し
な
が

ら
彦
左
行
列
に
続
き
ま
す
。

台
裏
の

様
子
も
ご
紹
介
！

ってましたか？
光る プロの技

ケ
メ
ン
彦
左
は

こ
の
３
人
！

　　んと、彦左まつりの衣装はＮＨＫの「八重
の桜」などにも衣装提供をしている企業から、
メイクは京都で時代劇の撮影などのメイクを手
掛けているプロのアーティストが施します。
　着付けに関しても、東京から着付け専門の
スタッフを呼び、参加者の皆さんは、
まるで本物の時代劇役者のような
姿に生まれ変わります。３時間ほど
かけて約100人のメイクや着付け
が行われます。

小島 俊太郎 さん（23）

Kojima Syuntarō
Takahashi Kōhei

Inayoshi Takafumi

あま市在住  幸田高校教諭

高橋 晃平 さん（26）

蒲郡市在住 

豊川信用金庫 幸田支店勤務

稲吉 崇文さん（26）

竹本油脂 勤務

幸田町逆川区在住

当
日
の
様
子
は
次
ペ
ー
ジ
で
！

な

台
裏
の

様
子
も
ご
紹
介
！

舞

ってましたか？
光る プロの技知

ケ
メ
ン
彦
左
は

イ
合併60周年を

ＰＲしました！
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1 メイクを施し、凛々しさが際立つ。まるで本物の時代劇役者のよう

23 荻谷小の児童によるパレード。元気いっぱいに彦左たちを誘導

してゆく 4 着付けの待ち時間にて。彦左めがね「似合っとるかん？」

5 深溝のちゃらぼこも甲高い音でこの祭りを囃
はや

し立てる 6 粋な衣装

を身にまとった男の子もいつもと違うまちの雰囲気に少し興奮気味

7 法
は っ ぴ

被をひるがえし、威勢のいいソーランが開会式を盛り上げた
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8 ブラジル人の皆さんによる本

格的なサンバ 9 イケメン彦左

とえこたんも祭りを大いに盛り

上げた� 互いに見合い、慣れ

ない姿に自然と笑みがこぼれる

� イケメン彦左から合併 60 周年の記念品をもらい、思わずうっとり☆

� 幸田駅前通りの人だかりがピークを迎えたころ、彦左のテンションも

絶好調！歩行者天国となった駅前通りの、ど真ん中を突っ切ってゆく

� 一心太助に扮した子どもも「俺が主役」と言わんばかりに楽

しげだった� カメラを向けると少し照れくさそうにしたが、と

てもとても似合ってますよ♪� 彦左行列の最初から最後まで笑

顔の絶えない姿が見られた� 開会式をさりげなく幻想的な

世界に仕上げた男の子
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